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（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2023年３月期第１四半期 71,194 44.2 △50 － 325 △43.8 1,640 334.9

2022年３月期第１四半期 49,359 － 417 － 578 － 377 －

（注）包括利益 2023年３月期第１四半期 2,038百万円 （－％） 2022年３月期第１四半期 139百万円 （－％）

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2023年３月期第１四半期 150.47 －

2022年３月期第１四半期 34.69 －

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2023年３月期第１四半期 92,783 55,601 59.2

2022年３月期 104,908 54,381 51.2

（参考）自己資本 2023年３月期第１四半期 54,890百万円 2022年３月期 53,687百万円

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2022年３月期 － － － 75.00 75.00

2023年３月期 －

2023年３月期（予想） － － 75.00 75.00

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 310,000 7.1 2,500 0.8 2,800 △14.4 2,900 16.6 265.95

１．2023年３月期第１四半期の連結業績（2022年４月１日～2022年６月30日）

（注）「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日）等を前第１四半期連結会計期間の期首から適用しており、2022

年３月期第１四半期に係る各数値については、当該会計基準等を適用した後の数値となっており、対前年同四半期増減率は記載してい

ません。

（２）連結財政状態

２．配当の状況

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無

３．2023年３月期の連結業績予想（2022年４月１日～2023年３月31日）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無：無



①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2023年３月期１Ｑ 13,046,591株 2022年３月期 13,046,591株

②  期末自己株式数 2023年３月期１Ｑ 2,142,603株 2022年３月期 2,139,955株

③  期中平均株式数（四半期累計） 2023年３月期１Ｑ 10,904,365株 2022年３月期１Ｑ 10,875,414株

※  注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）：無

新規  －社  （社名）、除外  －社  （社名）

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：有

（注）詳細は、添付資料Ｐ．７「２．四半期連結財務諸表及び主な注記（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項（四半期連結財務諸

表の作成に特有の会計処理の適用）」をご覧ください。

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ：有

②  ①以外の会計方針の変更                      ：無

③  会計上の見積りの変更                        ：無

④  修正再表示                                  ：無

（注）詳細は、添付資料Ｐ.７「２．四半期連結財務諸表及び主な注記（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項（会計方針の変

更）」をご覧ください。

（４）発行済株式数（普通株式）

※  四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

（将来に関する記述等についてのご注意）

　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基

づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があ

ります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用に当たっての注意事項等については、添付資料Ｐ.３「１．当四半期決算に関する

定性的情報（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において判断したものであります。

（１）経営成績に関する説明

　当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、新型コロナウイルス感染症拡大の影響が続いているものの、

行動制限の緩和などにより経済社会活動の正常化が進み、持ち直しの動きが見られました。しかしながら、ウクラ

イナ情勢の長期化など地政学的リスクに加え、世界的な原材料および資源価格の高騰、急激な円安の進行などによ

り、景気の先行きは予断を許さない状況が依然として続いています。

　国内エネルギー業界におきましては、2050年カーボンニュートラルの実現に向けた第６次エネルギー基本計画が

昨年10月に閣議決定されるなど、当社を取り巻く事業環境は大きく変化しています。主力の石油類・ＬＰガスの仕

入価格に影響を及ぼす原油価格・プロパンＣＰは、2014年以来の高値圏内での推移が続いており、中国のゼロコロ

ナ政策長期化などによる下落や地政学的リスクの顕在化による上昇など揺れの大きい展開となっています。また、

電力市場においても、本年６月の記録的な高気温が電力需給のひっ迫を招き、卸電力市場価格が一時200円/kWhま

で急騰するなど、電力事業の拡大を目指す当社にとって課題となっています。

　このような環境の中、当社グループは、「Challenging New Worlds with Big Sky-thinking ～大胆な発想で新し

い世界への挑戦～」をスローガンとした第二次中期経営計画の最終年度を迎えました。本中期経営計画において

は、既存事業の選択と集中、低効率資産の活用・売却による資本効率の改善を推進するとともに、シェアサイクル

事業や再生可能エネルギー事業など新規事業への戦略投資を実行し、第三次中期経営計画での躍進に向けた基盤整

備を進めています。また、前期に引き続き、ＤＸ推進に向けたＩＴ関連投資や人財関連投資を加速させています。

本年６月には、グループ全体の成長性向上に向け、脱炭素社会に向けた取り組みを強化すべく、「サステナビリテ

ィ基本方針」を策定し、代表取締役社長を委員長とする「サステナビリティ推進委員会」を設置いたしました。

　当第１四半期連結累計期間の業績については、原油価格やプロパンＣＰの高騰に伴う販売単価の上昇により、売

上高は711億94百万円（前年同期比44.2％増）となりました。利益面は、ＬＰガスや電力の売上総利益の悪化があ

った一方、石油類で差益を確保し、売上総利益は80億50百万円（前年同期比1.1％増）となりました。その一方、

ＩＴ関連投資を含む支払手数料や人件費の増加に伴い販管費が５億57百万円増加した影響などにより、営業損失50

百万円（前年同期は営業利益４億17百万円）、経常利益３億25百万円（前年同期比43.8％減）となりました。な

お、親会社株主に帰属する当期純利益については、2021年10月29日付の『（開示事項の経過）固定資産の譲渡及び

特別利益の計上見込みに関するお知らせ』で開示いたしました固定資産売却益21億円を特別利益として計上したこ

となどにより、16億40百万円（前年同期比334.9％増）となりました。

　セグメント毎の取り組み状況は次のとおりです。

　『エネルギー卸・小売周辺事業（ＢｔｏＣ事業）』においては、売上面は、主力の「ＬＰガス・灯油販売」で平

均気温が平年と比較して高くなったことで販売数量が低調に推移した一方で、原油価格やプロパンＣＰの高騰に伴

い販売単価が上昇しました。利益面は、住設機器等の増販があった一方、ＬＰガスや電力の総利益悪化が影響し、

減益となりました。なお、グループシナジーを活かした新たな収益源確保に向けた取り組みとして、集合住宅向け

建物維持管理事業を開始しました。

　『エネルギーソリューション事業（ＢｔｏＢ事業）』においては、売上面は、主力の石油事業でＢｔｏＣ事業と

同様に原油価格の高騰に伴い販売単価が大幅に上昇しました。また、軽油の販売機能を強化したオイルスクエアを

中心に石油類の販売が好調に推移したことにより、販売数量も前年同期を上回り、全体として好調に推移しまし

た。利益面は、電力販売において調達コストの上昇が影響した一方、石油事業において原油市況の変動に対応した

仕入施策により差益を確保し、増益となりました。なお、新規事業の新型マイクロ風車関連事業においては、実証

実験と風洞実験で得られたデータを基に製品化に向けた取り組みを進める一方、見込み顧客の開拓などマーケティ

ング活動を推進しています。

　『非エネルギー事業』においては、自転車事業（シナネンサイクル株式会社）は、海外輸送費や原材料価格の高

騰などに対応した価格改定を行った一方、中国上海地区のロックダウンによる生産の遅れなどが影響し、減益とな

りました。

　シェアサイクル事業（シナネンモビリティＰＬＵＳ株式会社）は、新たな地方自治体（神奈川県横浜市）との取

り組みを開始するなど収益性の高いターゲットエリアを中心にシェアサイクルサービス「ダイチャリ」の拠点開発

を推進しました。2022年６月末現在、ステーション数は2,600カ所超、設置自転車数は10,000台を超え、2022年６

月には過去最高の月間利用回数（67万回超）となりました。また、岩手県で「利用者限定シェアサイクル」サービ

- 2 -

シナネンホールディングス株式会社（8132）2023年３月期　第１四半期決算短信



スを開始するなど地域の課題に応じたサービス導入も推進しています。利用データを活用した運営効率化も進めて

おり、本年４月に行った価格改定の効果も相まって、事業全体として好調に推移しました。

　環境・リサイクル事業（シナネンエコワーク株式会社）は、主力の「木くずリサイクル」において、新型コロナ

ウイルス感染症拡大による建築系廃材減少の影響が続く中、木質チップの需給変動がプラスに作用し取引高が回復

しました。

　抗菌事業（株式会社シナネンゼオミック）は、同感染症拡大による抗菌需要が一服した影響により減益となりま

した。なお、新たな成長戦略として、「吸着剤」の事業拡大や中国市場での拡販に向けた取り組みを進めていま

す。

　システム事業（株式会社ミノス）は、主力のＬＰガス基幹業務システムの安定的な貢献に加え、電力自由化に対

応した顧客情報システム（電力ＣＩＳ）が伸長し、好調に推移しました。また、当第１四半期より、次世代システ

ムの開発をスタートさせています。

　建物維持管理事業の中核となるタカラビルメン株式会社は、マンション・斎場など定期管理業務の安定的な貢献

に加えて集合住宅の運営管理業務のエリア拡大が順調に進みました。また、マンション共用部の清掃業務も好調に

推移し、増収となりました。一方、利益面は、今期より受託開始した大型物件の立上げに伴う経費が一時的に発生

し、減益となりました。なお、建物維持管理事業を手掛けるグループ４社については、現在、グループシナジーや

スケールメリットを求め統合に向けた取り組みを進めています。

　なお、当第１四半期連結会計期間より報告セグメントの名称を「非エネルギー及び海外事業」から「非エネルギ

ー事業」に変更しています。この変更はセグメント名称の変更であり、セグメント情報に与える影響はありませ

ん。

（２）財政状態に関する説明

　当第１四半期末の総資産は、季節変動に伴う売上債権等の減少が主な要因となり、前期末（2022年３月期）と比

較して121億25百万円減少したため、927億83百万円となりました。

　純資産は、利益剰余金の配当により８億17百万円減少し、親会社株主に帰属する四半期純利益の計上が16億40百

万円、その他有価証券評価差額金が２億40百万円増加したこと等により、前期末と比較して12億20百万円増加した

ため、556億１百万円となりました。

　以上により、自己資本比率は前期末と比較し8.0ポイント増加し、59.2％となりました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

　2022年５月13日に公表した業績予想数値に変更はありません。

　なお、新型コロナウイルス感染症については、現時点で依然として収束しておらず、不透明な状況が継続してい

ます。業績予想の策定に際しては、その影響が2023年３月末まで継続すると想定した場合の影響値を反映し最終的

な業績予想としていますが、全体として予想される影響は限定的です。同感染症の拡大による各事業への影響が想

定より大幅に悪化した場合においては、業績に更なる影響を及ぼす可能性がありますが、現時点で顕在化している

影響は、微小に留まっています。

　今後、同感染症の再拡大、事業環境の大きな変化などにより当初の業績予想の見直しが必要と判断した場合に

は、速やかに開示いたします。
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(2022年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2022年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 10,245 8,655

受取手形、売掛金及び契約資産 38,786 26,106

商品及び製品 6,801 6,717

仕掛品 2,146 2,689

原材料及び貯蔵品 54 55

その他 3,806 4,061

貸倒引当金 △42 △31

流動資産合計 61,798 48,254

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 6,415 6,397

土地 11,038 11,114

建設仮勘定 2,658 3,829

その他（純額） 7,989 7,794

有形固定資産合計 28,102 29,135

無形固定資産

のれん 2,407 2,324

その他 963 941

無形固定資産合計 3,371 3,265

投資その他の資産

投資有価証券 7,601 7,946

長期前払費用 1,487 1,618

その他 4,176 4,203

貸倒引当金 △1,628 △1,639

投資その他の資産合計 11,636 12,127

固定資産合計 43,110 44,528

資産合計 104,908 92,783

２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(2022年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2022年６月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 32,354 19,431

短期借入金 964 1,244

未払法人税等 1,260 1,275

賞与引当金 1,282 545

その他 6,516 6,468

流動負債合計 42,377 28,965

固定負債

長期借入金 2,922 2,809

役員退職慰労引当金 26 17

退職給付に係る負債 505 506

資産除去債務 535 608

その他 4,161 4,274

固定負債合計 8,149 8,216

負債合計 50,527 37,181

純資産の部

株主資本

資本金 15,630 15,630

資本剰余金 7,726 7,726

利益剰余金 34,401 35,224

自己株式 △5,555 △5,556

株主資本合計 52,201 53,024

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 1,402 1,643

繰延ヘッジ損益 88 160

為替換算調整勘定 △5 62

その他の包括利益累計額合計 1,485 1,865

非支配株主持分 693 711

純資産合計 54,381 55,601

負債純資産合計 104,908 92,783
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（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間
(自　2021年４月１日
　至　2021年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　2022年４月１日

　至　2022年６月30日)

売上高 49,359 71,194

売上原価 41,399 63,144

売上総利益 7,960 8,050

販売費及び一般管理費 7,543 8,100

営業利益又は営業損失（△） 417 △50

営業外収益

受取利息 6 8

受取配当金 100 99

為替差益 11 97

保険返戻金 3 7

その他 89 204

営業外収益合計 212 416

営業外費用

支払利息 28 20

持分法による投資損失 6 3

その他 16 17

営業外費用合計 50 41

経常利益 578 325

特別利益

固定資産売却益 230 2,251

その他 1 2

特別利益合計 232 2,253

特別損失

固定資産除却損 22 6

その他 21 0

特別損失合計 44 6

税金等調整前四半期純利益 766 2,572

法人税等 392 927

四半期純利益 374 1,644

（内訳）

親会社株主に帰属する四半期純利益 377 1,640

非支配株主に帰属する四半期純利益又は非支配株主

に帰属する四半期純損失（△）
△3 3

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △276 240

繰延ヘッジ損益 △12 71

為替換算調整勘定 46 71

持分法適用会社に対する持分相当額 8 10

その他の包括利益合計 △235 394

四半期包括利益 139 2,038

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 131 2,021

非支配株主に係る四半期包括利益 7 17

（２）四半期連結損益及び包括利益計算書

（第１四半期連結累計期間）
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　該当事項はありません。

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

（税金費用の計算）

　税金費用については、当第１四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計

適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しています。

（会計方針の変更）

（時価の算定に関する会計基準等の適用）

　「時価の算定に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第31号　2021年６月17日。以下「時価算

定会計基準適用指針」という。）を当第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準適用指針第

27-２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準適用指針が定める新たな会計方針を将来にわたっ

て適用することといたしました。なお、当該会計基準等の適用が 四半期連結財務諸表に与える影響はありませ

ん。
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